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神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立相模原市城山高等学校長  

令和７年度 学校評価報告書（実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月６日実施） 

総合評価（３月19日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の学習意欲を高

めるため、組織的な

授業改善の充実に取

り組む。単位制の利

点を生かせる教育課

程を実践する。 

②「ＤＸハイスクー

ル」「プログラミン

グ教育」の推進校と

して、研究と実践を

深める。 

 

①ＤＸハイスクールと

しての組織的な授業

研究を実践し、「生

徒の主体的・対話的

で深い学び」を充実

する。 

②教科を横断してプロ

グラミング教育を意

識した授業を実践

し、思考力・判断

力・表現力を培う。 

①１人１台端末の積極的

な活用を行い、主体的

に学びに向かう力を養

い基礎学力の定着を図

る。 

①教育課程における選択

科目の配置や組み合わ

せを検討する。 

②プログラミング的思考

や探究的な学びをキー

ワードにして授業改善

に取り組み、学校行事

や日々の学校生活に活

用する。 

①ロイロノートや電子黒

板が有効に活用できた

か。 

①選択科目の配置や組み

合わせ、展開について

改善が図られたか。 

②プログラミング的思考

を意識した授業を何回

実施できたか、また、

プログラミング的な思

考を取り入れた学校行

事等ができたか。 

①生徒の授業の振返りや

年２回の授業評価か

ら、生徒が主体的に学

ぶ授業づくりに一定の

成果がでている。電子

黒板やロイロノートも

活用できた。 

①令和８年度入学生の教育

課程、選択科目の配置

を検討・改善した。 

②年２回の授業互見週間

を行い、２回目には公

開研究授業を実施、全

教科で「プログラミン

グ教育」の研修を行っ

た。 

①授業での端末活用の一

層の推進が求められ

る。生徒の学習意欲や

興味関心を高めるた

め、ICTのより効果的な

活用方法や先進的な取

組について教員研修を

充実させる。 

②これまでの実践を踏ま

え、ICT の効果的な活

用、プログラミング的

な思考を意識した授業

展開を更に効果的に進

める手法の開発や探究

活動への活用を研究す

る。 

・デジタルとアナログ
の共存が大切であ
る。タブレット端末
を生徒が活用するよ
うな学びも必要であ
るが、従来のように
生徒が紙に書く活動
も大切である。双方
の利点を生かし、バ
ランスの取れた学び
をとおして、授業を
充実させ、生徒を育
ててほしい。 

①電子黒板やロイ

ロノートを積極

的に活用してい

るが、更に推進

が求められる。 

②新校３年を経て

ひととおりの教

育課程を実践で

きた。その中

で、教科の履修

や単位修得にお

ける課題も明ら

かになってき

た。 

①端末等のより効

果的な活用を図

るため、職員間

の情報共有や研

究を推進する。 

②生徒一人ひとり

の目標実現に向

け、幅広く柔軟

な学びが実現で

きるよう、単位

制の利点を生か

した教育課程を

研究する。 

２ 
生徒指導・支
援 

①学校行事や部活動の

活性化を通して、生

徒の主体性と協調性

を育み、社会性の涵

養を図る。 

 

 

②生徒一人ひとりに対

するきめ細かな支援

と規律正しい学校生

活への指導の充実を

図る。 

 

①学校行事や部活動へ

の積極的な取り組み

を充実させ、生徒活

動を活性化する。ま

た、交通安全教育と

人権教育の充実を図

る。 

②生徒情報を共有し、

生徒の理解を深め

て、個々に応じた適

切な生徒支援を行

う。また、規範意識

の向上に努める。 

①相模原城山部活動推進

キャンペーンを実施

し、部活動への加入率

の引き上げを図る。 

①交通安全教育を強化

し、スケアードストレ

イトを実施する。 

②教育相談フローチャー

トを活用し、SC・SSW

と連携して組織的な生

徒支援に取り組む。サ

ポートドックの実施に

より、課題の深刻化を

防ぐ。 

①部活動加入率を５割以

上に高めることができ

たか。 

①交通安全に対する意識

を高め、事故を減少さ

せられたか。 

②組織的な支援ができた

か。生徒がより相談し

やすい環境を整えられ

たか。サポートドック

を効果的に活用できた

か。 

 

①部活動加入率を５割以

上に高めることができ

なかった。 

①交通安全指導を通年お

こなうことで登校時の

交通事故が減少した。 

②サポートドックをおこ

ない SC・SSW と連携

し、生徒に対し細かな

支援が行えた。 

①相模原城山部活動推進

キャンペーンの実施

等、更なる方策を講じ

る必要がある。 

①自転車の乗車マナーや

危険な運転について近

隣から情報提供を多く

受けている。 

②サポートドックを実施

してもつかみきれない

生徒がいる。 

・旧津久井地区の中学
校は小規模化が進
み、複数校による合
同部活動や拠点校で
の部活動を実施して
いる。部活動の活性
化のため、何か少し
でもできることを探
っていきたい。 

・津久井警察署・まち
づくりセンター・本
校の三者共同での交
通安全指導を強化し
た。 

①加入率は達成で

きなかったが、

成果をあげた部

活動があった。 

①交通事故は減少

したが、近隣か

ら乗車マナーの

指摘を受けるこ

とがある。 

②組織的な教育相

談体制を構築で

きたが、支援が

必要な生徒は多

岐に渡るため、

苦慮している。 

①日々の部活動に

地道に取り組む

生徒を支援し、

部活動の活性化

に取り組む。 

①引き続き交通安

全を啓発する。 

②サポートドック

を通じたプッシ

ュ型面談を更に

充実し、きめ細

かな支援につな

げる。 

３ 
進路指導・支
援 

①進路希望の実現に向

けて、生徒一人ひと

りが主体的に目標を

設定し、計画的に実

行できる指導・支援

の推進を図る。 

②生徒の多様な進路実

現に向けて、有益か

つ早く正確な情報提

供を行う。 

①生徒が主体的に進路

選択できるよう支援

する。 

②「総合的な探究の時

間」を充実させ、生

涯を見据えたキャリ

ア教育を行う。外部

業者と連携を図る。 

①計画的で効果的なガイ

ダンスや三者面談を行

う。また、小論文の外

部テスト等を実施し、

総合型選抜への対応を

図る。 

②進路探究活動で系統的

な進路探究を行うとと

もに、外部テスト等客

観的な指標に基づいた

指導を行う。 

②コンソーシアムサポー

ター配置で培ったノウ

①生徒が個々の目標に応

じて、希望の進路を選

択・実現できたか。ま

た、総合型選抜による

受験者数や合格者数の

増加がみられたか。 

②生徒が進路探究活動を

通じて、自らのキャリ

アを探究できたか。外

部テストのデータを効

果的に活用できたか。 

②生徒がインターンシッ

プに参加できたか。 

①総合型選抜合格者が昨

年度の 80名から 102名

へと27.5%の大幅な増加

となり、目標を達成す

ることができた。 

②各種進路ガイダンスを

戦略的に実施したこと

で、生徒の意識を進路

探究へと結び付けるこ

とがでた。 

②インターンシップの総

数は減ってしまった

が、看護体験の参加が

①総合型選抜の増加が指

定校推薦の基準に満た

ない生徒の受け皿にな

った結果であれば、目

標を達成したとは言い

難いため、今後検証の

必要がある。 

②職種・学問分野への探

究が浅く、志望理由を

言語化する力に課題が

残った。進路ガイダン

スを入り口としつつ、

個別の探究を深めさせ

・大学、専門学校、就
職と生徒の進路は多
岐に渡っている。生
徒への情報提供が重
要である。オープン
スクールやインター
ンシップ等の体験も
重視した方がよい。 

・県の施設でもインタ
ーンシップの受入れ
を行っており、他校
の高校生であるが、
ダムの仕事を体験し
た。本校生徒のイン
ターンシップ先のひ
とつとして考えても

①総合型選抜での

合格者が増加

し、生徒が希望

する進路を実現

した。公正な受

験機会を与える

ため、指定校や

公募の推薦要件

を整備する必要

がある。 

②進路ガイダンス

や保護者向け説

明会等で戦略的

①具体的な進路先

や受験方法をよ

く理解・研究さ

せ、外部テスト

の活用や受験動

向の分析をもと

に進路選択の幅

を広げる。 

②インターンシッ

プや看護体験へ

の参加、地域研

究などを通じて

具体的な職業理



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月６日実施） 

総合評価（３月19日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

ハウを活かし、インタ

ーンシップへの生徒の

参加を推進する。 

増加した。 るかが、課題となる。 

②インターンシップへの

参加を促進させる。 

よいのではないか。 に進路探究に取

り組ませた。 

解の機会を創出

する。 

４ 
地域等との協
働 

①地域との交流や協働

を深め、地域に信頼

され開かれた学校づ

くりを推進する。 

②外部（近隣小中学

校・大学・専門学校

等）との連携や協働

を強化し、地域の教

育力を積極的に取り

入れる。 

①本校の情報を地域に

発信するとともに、

地域との交流による

連携を深める。 

②大学など外部機関と

の連携を通じて地域

の教育力を活用す

る。 

①「オープンスクール」

やホームページによる

積極的な広報を行うと

ともに、PTA「ふれあ

い花壇」整備等を通じ

て地域に貢献する。 

②ひまわりクラブや生徒

会に加え、有志生徒や

部活動部員による地域

参加を推進する。 

①情報発信や地域への貢

献により、本校の教育

活動が理解され、説明

会への参加人数が増え

たか。 

 

 

②地域の教育力を活用し

た活動を何回実施する

ことができたか。 

①近隣中学校の行事と本

校のオープンスクール

の日程が重なり、参加

人数が少なかった。 

①学校行事や授業の様子

などを Web サイトで積

極的に発信した。 

②ひまわりクラブが地元

の公民館等で年間５回

の人形劇等の公演活動

を行った。他にも生徒

会のモルック大会の運

営協力やダンス部のラ

グビー大会での演技披

露など、地域と密着し

た取組ができた。 

①本校が地域に愛され信

頼されるよう、日頃の

取組みや特色を積極的

に発信する。また、地

域や大学、短大等との

連携を一層強化する。 

①中学生や保護者・地域

に向けて広報活動を充

実し、「オープンスク

ール」の参加者を増や

すなど、本校の魅力発

信に努める。 

②部活動や授業等の取組

と地域との連携活動の

実施を検討する。 

・ひまわりクラブやダ
ンス部など地域に出
て活躍する部活を増
やせるとよい。部活
による地域連携の可
能性も大きい。 

・地域の方に外部講師
として来てもらえる
ような取組もよいの
ではないか。 

・しろやま寺子屋に参
加してもらって良か
った。モルック大会
への参加を今後もお
願いしたい。 

 

①学校説明会やオ

ープンスクール

の開催、Webでの

情報発信を行っ

たが、入学者選

抜では募集定員

に満たなかっ

た。 

②ひまわりクラブ

が県教育委員会

から表彰され

た。モルック大

会や福祉のつど

いに生徒がボラ

ンティア参加し

た。 

①日程や実施時期

を工夫する。部

活動体験など、

中学生が参加し

やすい内容とな

るよう工夫す

る。 

②部活動や授業

等、地域や地域

中学校との相互

理解を進める活

動を行う。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①生徒の安全・安心な

学校生活を維持する

ため、すべての職員

が様々な変化に速や

かに対応し、積極的

に課題に取り組む組

織を構築する。 

②風通しの良い職場環

境を心掛け、事故・

不祥事防止に努め

る。また、学校運営

協議会を活用するこ

とで、組織的な課題

解決力の向上を図

る。 

①業務の効率化、改革

と協働に取り組み、

課題の解決に向けて

相談しやすい職場環

境を醸成する。 

②働き方改革を推進す

るとともに事故・不

祥事を防止する。 

①各グループで業務改善

を推進するとともに、企

画会議を中心に学校全体

の視点から業務の見直し

を行う。また、衛生委員

会を活用して職場環境の

改善に努める。 

②勤務時間管理システム

を活用して働き方改革を

推進する。また、定期的

な不祥事防止会議を行

い、注意喚起し、リスク

の低減を図る。 

①業務を減らしたり、効

率化を行うことができ

たか。衛生委員会によ

る職場改善が実践でき

たか 

②働き方改革への理解が

進み長時間労働が減少

したか、事故・不祥事

防止が徹底できたか。 

①衛生委員会の定期的な
開催やオフィス改善に
より職場環境の改善が
進んだ。 

①企画会議を活用して常
に学校運営上の課題を
共有することで業務の
見直しを図った。 

②業務内容の改善により
時間外の勤務時間の改
善が進んでいる。 

②事故不祥事防止研修会
を毎職員会議時に行
い、職員の意識を高め
ることができた。 

①良好な職場環境を維持
するとともに、さらに
効率的に働ける環境を
目指す。 

①グループ間の連携を進
めることで、業務の効
率化を図る。 

②教員間のコミュニケー
ションを活性化し、日
常の声掛けや注意喚起
をしやすい雰囲気づく
りに努め、事故・不祥
事の未然防止に努め
る。 

・他県で部活動中にグ
ラウンドでの落雷事
故があったと聞いて
いる。また、不審者
の侵入についての対
策も必要と感じる。 

・教員以外の職員がで
きる業務を洗い出
し、教員以外の職員
で分担していくこと
を考えるべきであ
る。 

①オフィス改善に

より、職員室が

明るくなった 

①衛生委員会も機

能していた。 

②書類の誤配付や

誤記載など、事

故につながる事

案があった。複

数でのチェック

体制を整える必

要がある。 

①ハード面ではオ

フィス改善の効

果を持続、ソフ

ト面では業務の

改善を進める。 

①引き続き衛生委

員会を通じて職

場の環境改善に

努める。 

②教員間のコミュ

ニケーションを

高め、気付きを

共有し、部活動

の安全対策等を

含め、事故防止

に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


